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１．現行の資源管理方針の内容（資源管理の目標・漁獲シナリオ）

（資源管理の目標）

 令和元年（2019年）の資源量（令和２年（2020年）資源評価において436トン）を、法第12条第２項に規

定する、維持し、又は回復させるべき目標となる値とする（自然死亡率の今後の動向について予測す

ることが困難であり、同条第１項の規定に基づく目標値の提案が困難とされていることから、同条第１

項と異なる目標を定めるものとする。）。

ただし、資源評価の精度の向上により、より適切な目標を定めることができる場合には、これを見直す

こととする。

（漁獲シナリオ）

 この資源をとることを目的とする操業を避ける。

 この資源をとることを目的とする操業が行われていない平成23年（2011年）以降の最大漁獲量を考

慮した数量をＴＡＣとして設定する。



２．過去の漁獲・管理の状況について 全体

3※R6の漁獲実績は５月末時点
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２．過去の漁獲・管理の状況について 数量明示

4※R6の漁獲実績は５月末時点
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